
要
旨
阿
仏
尼
は
、
播
磨
国
細
川
庄
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
た
め
に
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
秋
に
鎌
倉
へ
下
向
し
た
。
そ
の
際
に
、
勝
訴
を
祈

願
し
て
十
社
（
三
島
社
～
鹿
嶋
社
）
に
各
百
首
を
奉
納
し
た
。
そ
の
う
ち
、
鎌
倉
の
今
熊
野
社
以
下
の
五
社
に
奉
納
し
た
各
百
首
が
現
存
し
、

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
」
（
以
下
、
「
五
百
首
」
）
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
「
五
百
首
」
の
伝
本
は
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
、
薬
師
寺
蔵
本
、

近
年
に
な
っ
て
影
印
刊
行
さ
れ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
三
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
本
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ

た
。
ま
た
、
散
逸
し
た
「
五
百
首
」
の
前
半
部
分
（
三
島
社
か
ら
稲
荷
社
ま
で
の
五
社
に
奉
納
さ
れ
た
各
百
首
）
の
拾
遺
を
併
せ
て
試
み
た
。

薬
師
寺
本
に
存
す
る
冷
泉
為
村
の
加
証
奥
書
に
よ
る
と
、
為
村
が
一
五
百
首
』
の
古
写
本
を
入
手
し
文
庫
に
納
め
、
そ
の
後
そ
れ
を
源
証
が

書
写
し
た
も
の
が
薬
師
寺
本
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
為
村
の
花
押
が
不
自
然
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
源
証
書
写
本
を
更
に
転
写
し
た
も
の
が
薬

師
寺
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
三
本
の
本
文
を
校
合
し
た
結
果
、
為
村
が
文
庫
に
納
め
た
筆
者
不
明
の
「
五
百
首
」
が
冷
泉
家
本

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

散
逸
し
た
五
百
首
に
つ
い
て
は
、
「
夫
木
抄
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
島
津
忠
夫
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
他
に

も
「
夫
木
抄
」
、
『
風
雅
集
」
の
中
に
、
散
逸
百
首
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
歌
を
指
摘
し
、
そ
の
蓋
然
性
を
述
べ
た
。

『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
』
の
諸
伝
本
ｌ
附
十
社
百
首
拾
遺
Ｉ

森
井
信
子
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ま
ず
、

松
平
本 「

五
百
首
」
の
伝
本
は
、
島
津
忠
夫
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
と
稲
田
利
徳
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
薬

（
２
）
（
３
）

師
寺
蔵
本
と
の
二
本
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
影
印
刊
行
さ
れ
た
。
（
以
下
、
松

平
本
、
薬
師
寺
本
、
時
雨
亭
本
と
略
称
す
る
。
）
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
三
本
の
関
係
に
つ
い
て
卿
か
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
散

逸
し
て
し
ま
っ
た
三
島
社
か
ら
稲
荷
社
ま
で
の
五
社
に
奉
納
さ
れ
た
各
百
首
に
つ
い
て
の
拾
遺
を
併
せ
て
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

安
嘉
門
院
四
条
（
阿
仏
尼
）
は
、
播
磨
国
細
川
庄
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
た
め
に
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
秋
に
鎌
倉
下
向
し
た
。
そ
の
際

に
、
勝
訴
を
祈
願
し
て
十
社
に
各
百
首
を
奉
納
し
て
い
る
。
下
向
途
次
に
は
三
島
社
、
走
湯
山
、
箱
根
宮
、
鎌
倉
到
着
後
に
は
、
若
宮
社
、

（
１
）

稲
荷
社
、
今
熊
野
社
、
え
が
ら
の
宮
、
新
賀
茂
社
、
新
日
吉
社
、
常
陸
国
鹿
嶋
社
の
合
計
十
社
千
首
を
奉
納
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

鎌
倉
の
今
熊
野
社
以
下
の
五
社
の
五
百
首
が
現
存
し
、
「
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
」
（
以
下
、
「
五
百
首
」
と
略
称
す
る
）
と
称
さ
れ
て
い

フ
（
句
０

松
平
文
庫
蔵
（
一
三
九
’
七
一
）
。
［
江
戸
中
期
］
写
一
冊
。
縦
二
師
・
５
四
横
加
叫
表
紙
は
、
濃
藍
、
雷
門
つ
な
ぎ
唐
草
押
型
。

三
本
の
書
誌
を
簡
略
に
記
す
と
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

■■■■■■■

、
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時
雨
亭
本

三
本
の
書
写
年
代
は
、
時
雨
亭
本
は
室
町
中
期
、
松
平
本
は
、
松
平
忠
房
の
蔵
書
印
「
尚
舎
源
忠
房
」
は
な
い
が
、
元
禄
頃
の
書
写
と

見
ら
れ
る
。
薬
師
寺
本
は
加
証
奥
書
の
明
和
六
年
に
程
近
い
頃
の
書
写
と
思
わ
れ
る
。
三
本
間
の
共
通
点
は
、
ま
ず
各
百
首
の
名
称
は
記

薬
師
寺
本

稲
田
氏
の
解
題
に
よ
る
と
、
［
江
戸
中
～
後
期
］
写
一
冊
。
縦
茄
・
０
叫
横
別
・
０
咽
表
紙
は
、
褐
色
無
地
の
紙
表
紙
。
題
篭
は

な
く
、
左
肩
に
「
阿
仏
尼
詠
五
百
首
、
北
林
と
い
ふ
」
と
直
書
す
る
。
内
題
は
な
い
。
一
面
十
三
行
。
歌
一
首
一
行
書
で
、
歌
題
は
、
各

歌
の
頭
部
に
記
す
。
墨
付
路
丁
。
奥
書
は
「
此
一
帖
去
年
冬
不
慮
感
得
謹
杯
函
納
文
庫
之
櫃
之
内
被
写
之
筆
者
は
／
自
性
院
権
僧
正
源
証
入

来
之
時
二
被
書
写
之
／
明
和
六
年
冬
戸
部
尚
書
（
花
押
ご
◎
本
文
は
「
い
ま
く
ま
の
、
の
百
首
」
の
序
文
の
途
中
「
し
の
ひ
て
み
や

（
５
）

る
程
に
～
」
か
ら
始
ま
り
、
巻
末
に
宮
部
義
正
と
澄
覚
（
冷
泉
為
村
）
の
問
答
、
為
相
と
為
家
の
略
歴
及
び
作
者
の
勘
物
を
付
す
。

久
保
田
淳
・
小
林
一
彦
両
氏
の
解
題
に
よ
る
と
、
［
室
町
中
期
］
写
一
冊
。
縦
別
・
３
叫
横
陥
・
５
叩
七
宝
・
牡
丹
な
ど
の
文
様

あ
る
黄
椴
子
表
紙
（
改
装
）
。
題
策
「
阿
仏
五
百
和
歌
」
と
墨
書
し
、
表
紙
中
央
に
添
付
（
現
状
は
糊
離
れ
）
。
内
題
は
な
い
。
料
紙
は
楮

紙
。
歌
一
首
二
行
書
。
歌
題
を
各
歌
の
頭
部
に
記
す
。
墨
付
閃
丁
。
一
面
岨
行
。
本
文
は
「
い
ま
く
ま
の
、
の
百
首
」
の
序
文
の
途
中

「
し
の
ひ
て
み
や
る
程
に
～
」
か
ら
始
ま
り
、
巻
末
に
作
者
の
勘
物
を
付
す
。

墨
付
開
丁
。
外
題
「
安
嘉
門
院
五
百
首
」
。
内
題
は
な
い
。
料
紙
は
斐
楮
交
漉
紙
。
歌
一
首
一
行
書
。

（
４
）

に
記
す
。
本
文
は
、
百
首
残
欠
の
六
首
と
そ
の
賊
文
か
ら
始
ま
り
、
巻
末
に
作
者
の
勘
物
を
付
す
。

一
面
Ⅲ
行
。
歌
題
を
各
歌
の
頭
部
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次
に
、
薬
師
寺
本
の
奥
書
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
奥
書
三
十
四
丁
表
）
は
、
「
此
一
帖
去
年
冬
不
慮
感
得
櫛
杯
伽
納
文
庫
之
櫃

之
内
被
写
之
筆
者
は
／
自
性
院
権
僧
正
源
証
入
来
之
時
二
被
書
写
之
／
明
和
六
年
冬
戸
部
尚
書
（
花
押
こ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
続

い
て
、
二
十
五
丁
表
か
ら
、
冷
泉
為
村
の
口
述
を
宮
部
義
正
が
筆
記
し
た
、
『
義
正
聞
書
』
の
阿
仏
尼
公
御
墓
の
状
の
抜
害
が
一
丁
に
わ

た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
別
筆
で
「
書
画
便
覧
」
か
ら
の
引
用
の
旨
を
記
し
て
、
為
相
・
為
家
の
略
歴
の
記
述
も
あ
る
。
稲
田
氏

さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
全
体
に
対
す
る
内
題
を
欠
い
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
元
来
千
首
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
次
に
、
本
文
末
尾
に
（
但
し
薬
師
寺
本
は
奥
書
の
後
）
に
、
「
安
嘉
門
院
四
条
権
中
納
言
為
相
卿
母
儀
／
平
度
繁
女
／
續
古
今

集
安
嘉
門
院
右
衛
門
佐
／
同
集
目
録
前
佐
渡
守
平
度
繁
女
／
續
拾
遺
集
安
嘉
門
院
四
條
／
同
集
目
録
前
但
馬
守
平
度
繁
」
と
い
う
阿
仏
尼

御
国

の
出
自
と
呼
称
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
本
と
も
に
、
一
致
す
る
注
記
が
４
箇
所
（
珊
番
歌
「
神
の
み
く
に

と
歎
菜

の
」
、
川
番
歌
「
く
も
ゐ
の
庭
の
秋
の
庭
ま
て
“
雫
の
」
、
測
番
歌
「
ふ
か
き
み
の
り
は
」
、
Ⅲ
番
歌
「
う
ら
の
い
り
な
を
や
」
）
あ
る
こ
と
も

注
目
さ
れ
る
。
珊
番
歌
、
川
番
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
仮
名
に
漢
字
を
当
て
る
注
記
は
こ
れ
以
外
に
は
な
い
。
珊
番
歌
の
注
記
に
つ
い
て

（
６
）

は
、
既
に
久
保
田
淳
氏
が
、
こ
の
「
姫
宮
」
と
は
、
阿
仏
尼
の
一
人
娘
紀
内
侍
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、

阿
仏
尼
没
後
、
「
五
百
首
』
を
伝
授
し
て
い
た
人
物
（
近
親
者
）
が
後
人
の
た
め
に
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
三
本
間
の
外
見
上
の
違
い
は
、
松
平
本
は
冒
頭
部
に
「
安
嘉
門
院
／
今
熊
野
の
百
首
／
え
か
ら
の
宮
の
百
首
／
新
賀
茂
の
社
の

百
首
／
新
日
吉
の
社
の
百
首
／
鹿
嶋
の
社
に
た
て
ま
つ
る
百
首
」
と
い
う
目
録
が
あ
り
、
続
い
て
百
首
の
残
欠
本
文
（
歌
題
「
田
家
」
～

「
祝
」
の
六
首
と
そ
の
祓
文
）
が
存
す
る
の
に
対
し
て
、
薬
師
寺
本
・
時
雨
亭
本
は
「
い
ま
く
ま
の
、
百
首
」
の
序
文
の
途
中
「
し
の
び

て
み
や
る
程
に
～
」
を
書
き
出
し
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
松
平
本
の
方
が
六
首
多
く
収
め
、
こ
の
六
首
は
稲
荷
社
奉
納
百
首
の
末
尾
部
分

と
推
定
さ
れ
る
。
松
平
本
の
外
題
は
「
安
嘉
門
院
五
百
首
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
平
本
を
書
写
し
た
時
点
で
前
半
の
四
九
四
首
は
散
逸

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

－49－



が
既
に
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
勘
物
類
は
、
江
戸
期
の
後
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
奥
書
の
「
戸
部
尚
書
」
に
つ
い
て
は
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
冬
に
、
「
戸
部
尚
書
」
即
ち
民
部
卿
の
職
に
在
っ
た
の
は
、
十
二
月
十
二
日
ま
で
が
冷
泉
為
村
で
あ
り
、
同
月

十
八
日
か
ら
は
、
油
小
路
隆
前
が
そ
の
後
任
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
を
入
手
し
た
「
戸
部
尚
書
」
と
は
、
阿
仏
尼
の
著
作
で
あ
る
だ
け
に

為
村
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
為
村
は
前
年
の
明
和
五
年
冬
に
思
い
が
け
ず
筆
者
不
明
の
「
五
百
首
」
の
古
写
本
を

入
手
し
、
文
庫
に
納
め
た
。
そ
の
後
、
自
性
院
の
権
僧
正
源
証
が
来
訪
し
、
そ
の
本
を
書
写
し
た
。
そ
の
際
為
村
は
源
証
の
た
め
に
加
証

奥
書
を
書
き
与
え
た
と
い
う
。
薬
師
寺
本
は
本
文
と
奥
書
と
が
同
筆
で
あ
り
、
し
か
も
奥
書
の
筆
跡
が
為
村
で
は
な
く
（
彼
が
よ
く
す
る

定
家
様
で
は
な
い
）
、
花
押
も
不
自
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
源
証
書
写
本
の
転
写
本
で
あ
ろ
う
。
こ
の
奥
書
に
み
え
る
「
古
本
」
こ
そ
が

時
雨
亭
本
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

1
次
に
、
時
雨
亭
本
を
底
本
と
し
て
、
他
の
二
本
と
の
異
同
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

【
本
文
異
同
対
照
表
一
（
※
時
雨
亭
本
と
同
文
の
場
合
、
○
と
す
る
。
判
読
不
能
の
場
合
は
、
■
を
用
い
た
。
）

二
、
本
文
異
同

刺
叶
い
・
ポ
ャ
ケ

女
嘉
佳
院
／
今
飾
野
の
百
首
／
え
カ

ヮ
の
宮
の
百
首
／
新
賀
茂
の
社
の
百

日
／
新
日
吉
の
社
の
百
首
／
鹿
鴫
の

皿
に
た
て
ま
つ
る
百
首
／
「
丑
家
一
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荏
柄
宮
百
首
内
題

荏
柄
宮
百
首
序
文

今
熊
野
百
首
序
文

今
熊
野
百
首
内
題

Ⅲ
番
歌

Ⅳ
番
歌

期
の
歌
題

陥
の
歌
題
と
和
歌

10317

番番
歌歌

〔
和
歌
ノ
前
ニ
ア
リ
〕

い
ま
く
ま
の
、
百
首
同
題

み
や
る

み
に
お
は
い

な
る
つ
き
日

日
も
な
し

み
る
ら
め

ま
よ
ひ
つ
、

北
野

天
神

し
か
と
も

北
野
天
神

［
和
歌
ノ
前
ニ
ァ
リ
］

は
か
り
も
の
お
も
ふ

影
も
る
月

荻艫
火
と
も
と
て
は
～
お
き
ゐ
て

○○み
ゆ
る

み
て
お
い
ぬ

○日
そ
な
し

○○○○○○○
落
字

い
ろ
も
の
思
ふ

■水
も
る
月

萩ナ
シ

～
山
こ
し
に

［
序
文
ノ
前
ニ
ア
リ
］

い
ま
く
ま
の
魁
百
首

○○な
る
へ
き
日

○な
る
ら
め

か
よ
ひ
つ
蕊

北
野
の

天
神
を

し
か
と

ナ
シ

［
序
文
ノ
前
ニ
ア
リ
］

○○○○
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363534333231302928272625242322212019

断
番
歌

棚
番
歌

加
番
歌

畑
番
歌

珊
番
歌

測
番
歌

加
番
歌

捌
番
歌

捌
番
歌

捌
番
歌

新
賀
茂
社
百
首
欧
文

測
番
歌

淵
番
歌

抑
番
歌

糊
番
歌

踊
番
歌

捌
番
歌

糊
番
歌

冬
こ
ろ
も

か
歎は
く
ら
ん

す
ま
す
な
り
に
し

ゆ
め
ち
と

お
ひ
た
嵐
ん

日
か

こ
の
百
首
は
／
弘
安
四
年

み
も
お
歎

か
は
を
さ

園
（
か
）
る
か
や

ほ
と
に

せ
き
の
し
水

い
さ
麓
ら
は

峯
の
し
た

壱
つ
き
よ
を

へ
に
け
る

春
な
れ
は

と
り
ノ
ー

う
き
よ
の

○は
る
な
れ
や

○冬
と
て
も

○す
ま
に
な
り
に
し

ゆ
め
ち
も

お
も
ひ
た
魁
ん

日
は

○○○
本
ノ
マ
マ

か
つ
か
や

を
と
に
落
字
歎

せ
き
し
み
つ

落
字
歎

い
さ
ら
は

き
し
の
し
た

○へ
に
け
り

○と
し
ｊ
、

○か
く
ら
ん

○○○○こ
の
百
首
は
弘
安
四
年

○○○○○川
を
さ

み
な

－52－



｢安嘉門院四条五百首」の諸伝本一附十社百首拾遺

本
文
異
同
は
別
箇
所
存
す
る
。
時
雨
亭
本
に
独
自
異
文
は
な
く
、
必
ず
松
平
本
ま
た
は
薬
師
寺
本
に

か
歎
お
嗽

薬
師
寺
本
は
、
時
雨
亭
本
と
共
通
す
る
傍
記
が
あ
り
、
別
「
は
く
ら
ん
」
、
別
「
か
は
を
さ
」
、
師

515049484746454443424140393837

491476475

番番番
歌歌歌

466464458447444439424412394383376

番番番番番番番番番の番
歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌

題

つ
も
る
歎

□
□
る

旅
恋

、
心
の

の
こ
る
か
と

よ
そ
に

み
の
り

す
ぐ
る

ま
つ
ま
は

よ
は
る

か
み
に

た
よ
り
も
あ
る

み
は
や

お
も
ひ
出
も
か
な

な
れ
と

い
つ
る
日
か

○旅○

落
字
歎

の
こ
る
を

本
ノ
マ
マ

そ
そ
に

み
の
め

す
へ
る

ま
つ
ま
に

か
は
る’一』

か
み
の落
字
歎

た
よ
り
あ
る

○思
ひ
を
も
か
な

な
れ
は

い
つ
る
日
は

○○○み○○○○○○○○心○つ
る をのも
やる

一
致
し
て
い
る
。

つ
も
る
歎

「
□
□
る
」
は
、
時
雨
亭
本
の
傍

－53－



す
い
と
、
と
て
か
／
み
と
り
□
や
な
き
は
る
を
へ
ぬ
ら
ん
」
（
新
賀
茂
社
百
首
川
下
句
か
ら
川
番
歌
）
。
歌
題
を
欠
い
て
い
る
点
が
他
本
と

異
な
っ
て
い
る
。
本
文
異
同
と
し
て
、
珊
番
歌
の
初
句
「
は
る
な
れ
は
」
が
、
時
雨
亭
本
・
薬
師
寺
本
で
は
な
く
、
松
平
本
に
一
致
す
る

点
が
興
味
深
い
。

点
に
も
表
れ
て
い
る
。

（
７
）

と
こ
ろ
で
、
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
の
『
古
筆
手
鑑
』
に
『
五
百
首
」
の
断
簡
一
葉
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
伝
称
筆
者
は

「
為
家
卿
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
五
百
首
」
は
為
家
没
後
の
作
品
で
あ
る
が
、
書
写
年
代
は
確
か
に
鎌
倉
時
代
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

料
紙
の
大
き
さ
は
川
×
Ⅲ
叩
本
文
は
、
「
□
□
□
□
□
□
□
む
や
里
人
／
は
る
な
れ
は
峯
は
さ
な
か
ら
か
す
み
に
て
／
ふ
も
と
を
風
と

き
え
ぬ
ゆ
き
か
な
／
か
た
し
き
の
そ
て
は
こ
ほ
れ
と
は
る
か
せ
に
／
ち
り
す
き
に
け
る
む
め
か
魁
そ
す
る
／
つ
き
も
せ
す
た
か
く
り
い
た

す
い
と
、
と
て
か
／
み
と
り
□
や
な
き
は
る
を
へ
ぬ
ら
ん
」
（
新
賀
茂
社
百
首
川
下
句
か
ら
川
番
歌
）
。
歌
題
を
欠
い
て
い
る
点
が
他
本
と

以
上
、
薬
師
寺
本
は
、
外
見
上
か
ら
も
本
文
上
か
ら
も
時
雨
亭
本
の
転
写
本
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
松
平
本
は
、
本
文

系
統
を
異
に
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
時
雨
亭
本
と
は
別
個
に
伝
え
ら
れ
た
本
文
で
あ
る
。
そ
れ
は
所
収
歌
数
が
六
首
多
い
と
い
う

記
と
そ
の
書
き
方
ま
で
も
一
致
し
て
い
る
。
（
こ
れ
に
対
し
、
松
平
本
は
別
「
か
く
ら
ん
」
、
別
「
川
を
さ
」
、
訂
「
つ
も
る
」
と
傍
記
を

採
用
し
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
）
こ
の
他
、
百
首
歌
名
（
内
題
）
の
書
写
位
置
（
２
「
い
ま
く
ま
の
。
百
首
」
の
名
称
が
和
歌
の
前
に

あ
る
）
、
文
字
の
大
き
さ
（
釣
「
こ
の
百
首
は
弘
安
四
年
」
）
等
、
細
か
い
点
で
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
薬
師
寺
本
に
は
「
落
字
歎
」

（
咽
・
別
・
弱
・
側
・
逗
、
「
本
ノ
マ
マ
」
（
胡
・
虹
）
と
い
う
傍
記
が
存
し
、
親
本
の
本
文
に
不
審
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ⅳ
「
荻
」

を
「
萩
」
と
す
る
、
肥
「
煽
火
」
の
歌
題
と
歌
の
脱
落
、
銘
歌
題
「
旅
恋
」
を
「
旅
」
と
す
る
な
ど
、
薬
師
寺
本
に
は
誤
写
と
思
わ
れ
る

異
同
が
数
箇
所
あ
り
、
親
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
と
は
い
え
な
い
点
も
存
す
る
。
或
い
は
、
転
写
過
程
で
誤
り
が
生
じ
た
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る
。

以
上
、
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（
８
）

『
五
百
首
」
は
、
本
来
十
社
に
各
百
首
を
奉
納
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
島
津
忠
夫
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
え
が
ら
の
宮
の
百
首
」
の
序
文
に
「
か
く
て
む
つ
の
や
し
ろ
に
は
つ
ゐ
で
に
し
た
が
ひ
て
し
だ
い
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
つ
」
と
あ
る

こ
と
、
『
夫
木
抄
』
に
散
逸
し
た
一
部
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
松
平
本
に
散
逸
百
首
の
残
欠
六
首
が
存
在
す
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
「
え
が

ら
の
宮
百
首
」
は
、
「
五
百
首
』
の
二
番
目
に
位
置
す
る
百
首
歌
で
あ
り
、
序
文
に
よ
れ
ば
こ
れ
以
前
に
六
社
へ
の
各
百
首
の
奉
納
を
終

え
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
『
五
百
首
』
の
現
存
部
分
の
前
に
五
社
に
対
す
る
各
百
首
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
島
津
氏
の
指
摘
通
り
、
散
逸
し
た
五
百
首
の
一
部
は
『
夫
木
抄
』
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
夫
木
抄
』
の
詞
書
に
よ
る
と
、
阿

仏
尼
は
、
弘
安
二
年
に
三
島
社
、
走
湯
山
、
箱
根
宮
、
若
宮
社
、
弘
安
三
年
に
稲
荷
社
の
五
社
に
各
百
首
を
奉
納
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
（
末
尾
の
［
閤
鯏
側
門
琵
参
照
）
。
弘
安
二
年
は
阿
仏
尼
が
鎌
倉
に
下
向
し
た
年
で
あ
り
、
五
社
は
京
都
か
ら
鎌
倉
に
向
か
う
途
上
に
位

置
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
五
百
首
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
松
平
本
に
み
ら
れ
る
六
首
は
、
そ
の
賊

文
に
弘
安
三
年
正
月
十
九
日
に
奉
納
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
夫
木
抄
』
「
弘
安
三
年
稲
荷
社
百
首
」
と
い
う
訶
書
に
合
致
す
る
。
従
っ

て
、
こ
の
六
首
は
稲
荷
社
奉
納
百
首
の
末
尾
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
十
社
各
百
首
を
年
代
順
に
掲
げ
、
（
）
内
に
、
現
存
状
況
を
記
し
た
。

・
弘
安
二
年
三
島
社
百
首
（
散
逸
。
『
夫
木
抄
』
川
・
棚
）

走
湯
山
百
首
（
散
逸
。
「
夫
木
抄
』
糊
・
棚
）

箱
根
宮
百
首
（
散
逸
。
『
夫
木
抄
』
川
・
脇
・
川
・
州
・
棚
・
州
・
州
・
州
・
剛
・
唖

三
、
十
社
百
首
拾
遺
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詞
書
に
「
百
首
歌
」
と
あ
っ
て
出
典
不
明
の
歌
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

．
「
風
雅
集
」
（
州
・
側
・
剛
・
州
・
川
・
川
）

．
「
夫
木
抄
」
（
服
・
剛
・
脳
・
剛
・
州
・
棚
・
剛
）

ま
ず
、
「
風
雅
集
」
に
は
阿
仏
尼
の
歌
が
Ｍ
首
入
集
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
３
首
は
、
『
五
百
首
』
の
歌
で
あ
る
。
（
「
風
雅
集
」
Ⅲ
「
百

首
歌
の
中
に
」
（
新
熊
野
社
百
首
妬
「
関
」
）
、
「
風
雅
集
』
伽
「
萩
を
よ
め
る
」
（
新
賀
茂
社
百
首
剛
「
萩
」
）
、
「
風
雅
集
』
Ⅲ
「
忍
逢
恋
」

（
９
）

（
新
賀
茂
社
百
首
畑
「
後
朝
恋
」
）
）
。
従
っ
て
、
「
風
雅
集
」
は
、
『
五
百
首
』
を
撰
集
資
料
と
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
詞

阿
仏
尼
の
作
で
詞
書
に
「
百
首
認

め
、
歌
題
に
も
注
目
し
て
い
く
。

右
に
記
し
た
よ
う
に
、
『
夫
木
抄
」
に
は
、
散
逸
し
た
五
百
首
の
内
飢
首
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
詞
書
に
神
社
名

が
記
さ
れ
て
い
る
確
実
な
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
散
逸
歌
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
歌
が
存
す
る
。
以
下
に
、
諸
書
に
み
ら
れ
る

阿
仏
尼
の
作
で
詞
書
に
「
百
首
歌
」
と
あ
る
歌
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
「
五
百
首
』
は
堀
河
百
首
題
に
準
じ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
た

若
宮
社
百
首

・
弘
安
三
年
稲
荷
社
百
首

新
熊
野
社
百
首

え
が
ら
宮
百
首

・
弘
安
四
年
新
賀
茂
社
百
首

新
日
吉
社
百
首

鹿
嶋
社
百
首

（
散
逸
。
『
夫
木
抄
」
剛
・
柵
・
川
・
剛
・
側
）

（
散
逸
。
『
五
百
首
」
１
～
６
（
松
平
本
の
み
存
す
。
）
、
『
夫
木
抄
」
伽
・
川
）

（
『
五
百
首
」
７
～
Ⅲ
、
『
風
雅
集
」
剛
、
『
夫
木
抄
』
剛
・
川
・
洲
・
剛
・
側
・
側
）

（
「
五
百
首
」
Ⅲ
～
川
、
「
夫
木
抄
』
剛
・
脳
・
剛
・
川
）

（
「
五
百
首
」
抑
～
柵
、
『
風
雅
集
』
榊
・
川
）

（
「
五
百
首
」
〃
～
洲
）

（
「
五
百
首
」
仰
～
Ⅷ
）
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書
は
、
特
に
神
社
名
を
明
記
せ
ず
、
歌
題
の
み
で
あ
る
場
合
や
、
「
百
首
歌
の
中
に
」
と
極
め
て
簡
略
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
、
「
百
首

歌
の
中
に
」
を
も
つ
訶
書
の
歌
は
３
首
存
す
る
（
Ⅷ
．
Ｍ
・
剛
）
。
岩
佐
美
代
子
氏
は
、
こ
れ
ら
３
首
を
散
逸
し
た
五
百
首
の
一
部
と
考

（
皿
）

え
ら
れ
る
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。

と
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、

Ⅷ
番
歌
は
、
「
十
六
夜
日
記
』
（
的
）
阿
仏
尼
詠
歌
「
め
ぐ
り
あ
ふ
末
を
ぞ
た
の
む
ゆ
く
り
な
く
空
に
う
か
れ
し
十
六
夜
の
月
」
と
の
類

似
を
考
え
併
せ
て
、
鎌
倉
滞
在
中
細
川
庄
問
題
の
勝
訴
を
祈
っ
て
諸
社
に
奉
納
し
た
百
首
中
の
散
逸
し
た
一
で
あ
ろ
う
と
し
、
他
の
二
首

も
同
様
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
岩
佐
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
川
番
歌
は
、
鎌
倉
へ
旅
に
出
た
自
分
を
「
空
に

う
か
れ
」
出
た
月
に
準
え
て
表
現
し
て
い
る
点
が
「
十
六
夜
日
記
』
の
歌
と
類
似
し
、
「
五
百
首
」
の
中
に
も
、
「
う
か
れ
き
て
た
づ
き
も

し
ら
ぬ
わ
が
た
め
や
人
よ
ぶ
こ
鳥
声
た
え
ず
な
く
」
（
新
賀
茂
社
百
首
剛
「
喚
子
烏
」
）
と
鎌
倉
へ
は
「
う
か
れ
き
」
た
と
表
現
す
る
歌

も
み
ら
れ
る
。
Ⅲ
番
歌
の
「
う
き
身
の
ほ
ど
を
～
し
る
」
と
い
う
内
容
も
、
『
五
百
首
」
に
は
我
が
身
の
不
幸
を
嘆
く
歌
が
み
ら
れ
る
の

・
巻
九
旅
歌
百
首
歌
の
中
に
、
暁
を
安
嘉
門
院
四
条

Ⅷ
い
づ
か
た
に
有
明
の
月
の
さ
そ
ふ
ら
む
空
に
う
か
る
る
旅
の
心
を

．
巻
十
五
雑
歌
上
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
中
に
、
早
蕨
を
安
嘉
門
院
四
条

Ⅲ
い
ま
は
世
に
あ
り
て
も
の
う
き
身
の
ほ
ど
を
野
べ
の
わ
ら
び
の
を
り
を
り
ぞ
し
る

・
巻
十
五
雑
歌
上
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
中
に
、
野
を
安
嘉
門
院
四
条

剛
む
さ
し
野
は
み
な
冬
草
の
し
を
れ
ぱ
に
霜
は
お
く
と
も
ね
さ
へ
か
れ
め
や
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・
う
き
身
に
は
月
な
ら
で
又
な
ぐ
さ
め
も
な
く
ｊ
～
よ
魁
の
秋
に
な
れ
ぬ
る
（
今
熊
野
百
首
恥
月
）

・
か
ぢ
を
た
え
よ
る
べ
も
な
み
に
し
ほ
れ
つ
、
我
や
う
き
よ
を
わ
た
る
舟
人
（
え
が
ら
宮
百
首
Ⅲ
海
路
）

・
な
に
と
わ
れ
か
薗
る
う
き
世
に
す
み
れ
草
つ
み
え
ぬ
ば
か
り
物
思
ふ
ら
む
（
え
が
ら
宮
百
首
Ⅲ
菫
菜
）

な
ど
の
歌
は
、
訴
訟
問
題
を
抱
え
て
い
る
阿
仏
尼
の
状
況
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
歌
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
も
詞
書
に
「
百
首
歌
」
と
あ

り
、
歌
題
も
『
五
百
首
」
と
同
様
に
堀
河
百
首
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
３
首
が
散
逸
し
た
五
百
首
の
一
部
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

と
こ
ろ
で
『
風
雅
集
」
で
右
に
述
べ
た
以
外
の
７
首
歌
に
は
、
「
百
首
歌
」
と
い
う
詞
害
が
な
く
、
出
典
も
未
詳
の
歌
で
あ
る
。
そ
の

内
３
首
は
、
為
家
と
の
贈
答
歌
で
あ
る
た
め
、
考
察
の
対
象
と
は
し
な
い
。
残
り
の
６
首
を
掲
げ
る
と
、

師
を
の
山
は
や
く
す
み
が
ま
の
下
も
え
て
け
ぶ
り
の
う
へ
に
つ
も
る
し
ら
雪

・
巻
十
七
雑
歌
下
前
大
納
言
為
家
身
ま
か
り
て
後
、
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に

川
夢
に
さ
へ
た
ち
も
は
な
れ
ず
露
き
え
し
草
の
か
げ
よ
り
か
よ
ふ
面
影

何
ノ
ム
Ｉ
■
■
一
け
６
１
ノ
ロ
ー
″
‐
写
ノ
－
町
１
，
ｉ
ｌ
、
〃
『
ノ
リ
Ⅱ
Ｖ
、
‐
・
ｑ

・
巻
五
秋
歌
上
萩
を
よ
め

〃
さ
こ
そ
わ
れ
萩
の
ふ
る
え

・
巻
八
冬
歌
題
し
ら
ず

〃
さ
こ
そ
わ
れ
萩
の
ふ
る
え
の
秋
な
ら
め
も
と
の
心
を
人
の
と
へ
か
し

淵
山
川
を
な
は
し
ろ
水
に
ま
か
す
れ
ば
田
の
も
に
う
き
て
花
そ
な
が
る
る

４
△
に
Ｌ
Ｊ
人
俳
Ｖ
邑
〆
ミ
マ
ノ
ー
Ⅲ
胆
何
Ｖ
“
て
ノ
男
イ

・
巻
三
春
歌
下
苗
代
を

・
巻
一
春
歌
上
題
知
ら
ず

岨
日
か
げ
さ
す
山
の
す
そ
の
の
春
草
に
か
つ
が
つ
ま
じ
る
し
た
わ
ら
ぴ
か
な

秋
歌
上
萩
を
よ
め
る
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川
く
や
し
く
ぞ
さ
ら
ぬ
別
に
さ
き
だ
ち
て
し
ば
し
も
人
に
と
を
ざ
か
り
け
る

岨
・
冊
番
歌
の
詞
書
は
「
題
知
ら
ず
」
で
あ
る
が
、
歌
の
内
容
か
ら
、
岨
番
歌
は
堀
河
百
首
題
の
「
早
蕨
」
、
肺
番
歌
は
、
同
じ
く

「
炭
竈
」
に
当
た
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。
畑
・
切
番
歌
は
堀
河
百
首
題
で
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
情
景
歌
で
あ
る
。
「
五
百
首
』
の
歌
は
、

阿
仏
尼
の
個
人
的
な
状
況
を
歌
う
も
の
と
は
限
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
歌
題
に
忠
実
な
歌
も
多
く
存
す
る
こ
と
か
ら
、
散
逸
し
た
五
百

首
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
。
ま
た
、
川
・
川
番
歌
は
、
為
家
追
善
百
首
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
「
夫
木
抄
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
詞
書
が
、
「
百
首
歌
」
と
あ
る
の
み
で
、
詠
作
年
次
が
不
明
の
歌
が
７
首
存
す
る
。

・
巻
五
春
部
五
（
雲
雀
）
百
首
歌

胴
な
が
め
や
る
野
べ
の
か
す
み
の
お
ち
草
に
声
か
す
か
な
る
夕
ひ
ば
り
か
な

・
巻
九
夏
部
三
（
荒
和
祓
）
百
首
歌

剛
麻
の
葉
の
ぬ
さ
も
取
り
あ
へ
ず
御
祓
川
は
や
せ
に
夏
を
手
向
け
て
ぞ
や
る

・
巻
十
五
秋
部
六
（
紅
葉
）
百
首

柵
を
ぐ
ら
山
松
の
た
え
ま
の
も
み
ぢ
ぱ
に
秋
の
そ
め
け
る
色
ぞ
か
く
れ
ぬ

（
ｕ
）

・
巻
十
八
冬
部
三
（
雪
）
百
首
歌
合

剛
す
ゑ
お
も
み
を
れ
ふ
す
竹
の
雪
間
よ
り
け
さ
は
そ
と
も
の
山
も
か
く
れ
ず

．
巻
二
十
二
雑
部
四
（
野
）
百
首
歌
中

州
劇
州
州
制
引
判
よ
し
や
い
か
に
も
い
は
れ
の
の
あ
さ
ぢ
か
る
か
や
露
み
だ
る
と
も

・
巻
二
十
九
（
槙
）
百
首
歌
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側
番
歌
は
、
「
め
に
み
え
ぬ
仏
は
神
と
あ
ら
は
れ
て
人
た
す
く
な
り
わ
れ
を
も
ら
す
な
」
（
「
鹿
嶋
社
百
首
」
邪
「
述
懐
」
）
の
よ
う
に
、

神
仏
の
御
加
護
を
頼
み
に
（
「
し
げ
き
め
ぐ
み
に
も
ら
さ
ず
は
」
）
勝
訴
を
願
う
（
「
花
や
ざ
か
ま
し
」
）
気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
他
に
「
宮
こ
い
で
営
久
し
く
な
り
ぬ
こ
と
し
だ
に
神
の
み
あ
れ
に
あ
ふ
ひ
し
ら
せ
よ
」
（
新
日
吉
社
百
首
捌
葵
）

な
ど
、
神
仏
に
頼
み
を
寄
せ
る
歌
は
月
日
の
経
過
と
共
に
多
く
み
ら
れ
る
Ｃ

『
夫
木
抄
』
の
場
合
、
詠
作
年
次
、
作
品
名
を
明
記
す
る
場
合
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
歌
が
散
逸
し
た
五
百
首
の
歌
で
あ
る
と
証
明

す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
が
、
歌
意
を
考
え
合
わ
せ
る
と
そ
の
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
州
・
棚
番
歌
は
可
能
性

す
る
と
、

ら
れ
る
。

剛
番
歌
は
歌
題
が
不
明
だ
が
、
「
大
ぬ
さ
の
な
が
れ
て
は
や
き
み
そ
ぎ
川
ま
だ
よ
ひ
か
け
て
秋
風
ぞ
ふ
く
」
（
新
賀
茂
社
百
首
川
「
六

月
祓
」
）
に
類
似
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
堀
河
百
首
題
の
「
六
月
祓
」
の
歌
題
に
従
っ
て
詠
ん
だ
散
逸
歌
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ⅷ
番
歌
の
初
句
「
な
げ
か
じ
よ
」
は
、
「
五
百
首
』
に
２
例
み
ら
れ
る
。

・
か
く
ば
か
り
い
や
し
き
身
と
も
創
州
釧
訓
口
到
た
へ
な
る
御
法
む
ね
に
く
ち
ず
は
（
新
熊
野
百
首
Ⅷ
述
懐
）

・
さ
の
み
た
だ
よ
を
う
の
花
と
劇
州
副
刈
り
判
思
ふ
事
な
す
神
の
ま
す
世
に
（
新
賀
茂
社
百
首
捌
卯
花
）

「
な
げ
か
じ
よ
」
は
、
訴
訟
問
題
を
抱
え
憂
い
を
嘆
く
ま
い
と
決
意
し
、
自
ら
を
奮
起
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。
阿
仏
尼
の
状
況
を
考
慮

す
る
と
、
こ
れ
も
散
逸
し
た
五
百
首
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
堀
河
百
首
題
の
「
苅
萱
」
に
相
当
す
る
歌
と
考
え

側
筑
波
山
し
げ
き
め
ぐ
み
に
も
ら
さ
ず
は
た
つ
を
だ
ま
き
も
花
や
ざ
か
ま
し

・
巻
三
十
三
雑
部
十
五
（
衣
）
百
首
恋
歌
中

刷
て
も
た
ゆ
く
し
ほ
る
涙
に
な
れ
ご
ろ
も
な
れ
ぬ
人
ゆ
ゑ
そ
で
や
く
ち
な
ん

－60－



｢安嘉門院四条五百首」の諸伝本一附十社百首拾遺

が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
⑫
）

と
こ
ろ
で
、
『
夫
木
抄
』
に
は
、
阿
仏
尼
の
春
日
社
奉
納
百
首
の
３
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
州
・
州
・
必
。
『
夫
木
抄
」
以
外
の
歌

集
に
は
み
ら
れ
ず
、
詠
作
年
次
も
不
明
で
阿
仏
尼
の
伝
記
か
ら
も
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
歌
の
内
容
を
み
る
と
、
蛎
番
歌

「
行
き
あ
や
ふ
き
よ
を
わ
た
る
か
な
」
と
憂
い
を
帯
び
た
内
容
で
あ
る
。
歌
題
も
「
五
百
首
」
と
同
様
に
堀
河
百
首
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

勝
訴
祈
願
の
た
め
に
、
鎌
倉
へ
下
向
す
る
以
前
に
、
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
春
日
社
に
百
首
を
奉
納
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
荏
柄
宮
百
首
の
序
文
に
「
か
く
て
む
つ
の
や
し
ろ
に
～
」
と
阿
仏
尼
自
身
が
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
五
百

（
過
）

首
」
と
は
別
個
の
も
の
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

新
た
に
出
現
し
た
冷
泉
家
時
雨
亭
蔵
本
を
含
め
て
、
「
五
百
首
』
の
三
伝
本
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
薬
師
寺
本
の
奥
書
に
い
う
冷
泉
為

村
が
入
手
し
た
筆
者
不
明
の
古
本
と
は
、
時
雨
亭
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
薬
師
寺
本
は
、
時
雨
亭
本
の
転
写
本
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
。
本
文
を
校
合
し
た
結
果
、
時
雨
亭
本
に
は
独
自
異
文
が
な
く
、
他
本
に
比
し
て
優
れ
た
本
文
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

元
来
千
首
で
あ
っ
た
『
五
百
首
」
は
、
三
本
が
書
写
さ
れ
た
当
時
に
は
、
既
に
前
半
の
五
百
首
を
欠
い
て
お
り
、
わ
ず
か
に
松
平
本
に

六
首
が
残
る
の
み
で
あ
っ
た
。
「
夫
木
抄
」
の
訶
書
に
よ
っ
て
、
散
逸
し
た
百
首
歌
の
奉
納
社
と
そ
の
年
次
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
散
逸
し
た
五
百
首
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
は
、
松
平
本
と
『
夫
木
抄
』
と
に
収
め
ら
れ
て
い
る
別
首
が
あ
る
。
こ
れ
以
外
に

「
風
雅
集
」
、
「
夫
木
抄
」
の
中
に
も
、
散
逸
し
た
五
百
首
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
歌
が
、
数
首
み
ら
れ
た
。
「
夫
木
抄
』
が
成
立
し
た
延
慶

お
わ
り
に
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三
（
二
二
○
）
年
に
は
千
首
が
揃
っ
て
お
り
、
『
風
雅
集
」
が
成
立
し
た
貞
和
五
（
一
三
四
九
）
年
頃
ま
で
は
、
散
逸
せ
ず
に
伝
わ
っ

て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
時
を
経
て
、
明
和
五
年
に
為
村
が
入
手
し
た
「
五
百
首
』
は
、
既
に
半
ば
を
失
っ
て
い
た
。
一
方
で
は
、
千
首

の
残
欠
本
文
を
有
す
る
伝
本
が
元
禄
期
頃
に
、
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
松
平
本
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
た
。
ま
た
、
中
村
記
念
美
術
館
蔵
の
手

鑑
に
押
さ
れ
る
断
簡
の
如
く
、
歌
題
が
省
か
れ
た
写
本
も
存
在
し
て
い
た
。
散
逸
し
た
部
分
が
断
簡
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ

り
、
目
を
配
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
９
）
「
風
雅
集
」
に
入
集
す
る
阿
仏
尼
の
歌
は
、
以
下
の
Ⅱ
首
。
蛇
・
畑
・
〃
・
肺
・
畑
・
川
．
Ｍ
・
剛
・
側
・
川
・
川
番
歌
（
贈
答
歌
３
首
を
除
く
。
）

ま
た
、
「
風
雅
集
」
入
集
す
る
「
五
百
首
」
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

．
「
風
雅
集
」
巻
十
七
雑
歌
下
Ⅲ
百
首
歌
の
中
に
安
嘉
門
院
四
条
（
新
熊
野
社
百
首
開
関
）

心
こ
そ
身
の
せ
き
も
り
と
な
り
に
け
れ
や
す
く
い
づ
べ
き
こ
の
世
な
れ
ど
も

。
「
風
雅
集
」
巻
五
秋
歌
上
切
萩
を
よ
め
る
安
嘉
門
院
四
条
（
新
賀
茂
社
百
首
加
萩
）

（
８
）
注
（
１
）
に
同
じ
。

（
注
）
（
１
）
島
津
忠
夫
・
今
井
源
衛
・
中
村
幸
彦
「
新
資
料
紹
介
肥
前
島
原
松
平
文
庫
」
「
文
学
」
的
ｌ
Ⅱ
号
一
九
六
一
年
、
拙
稿
弓
安
嘉
門
院
四
条
五
百

首
』
の
成
立
過
程
と
構
成
に
つ
い
て
」
「
国
文
鶴
見
』
羽
号
一
九
九
八
年
。
⑳

（
２
）
島
津
忠
夫
注
（
１
）
に
同
じ
。
稲
田
利
徳
「
い
ま
一
本
の
「
阿
仏
尼
詠
五
百
首
」
の
伝
本
に
つ
い
て
Ｉ
（
付
）
、
薬
師
寺
蔵
歌
書
管
見
ノ
ー
ト
ー
」

「
和
歌
研
究
会
会
報
」
第
三
十
一
・
三
十
二
合
併
号
一
九
六
八
年
。

（
３
）
「
中
世
私
家
集
」
７
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
久
保
田
淳
、
小
林
一
彦
解
題
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
訓
巻
朝
日
新
聞
二
○
○
三
年
。

（
４
）
松
平
文
庫
本
函
架
番
号
一
三
九
’
七
一
（
松
平
本
の
影
印
本
は
、
松
平
文
庫
影
印
叢
書
賜
巻
松
平
黎
明
会
編
新
典
社
一
九
九
八
年
。
）

（
５
）
薬
師
寺
本
は
、
稲
田
利
徳
氏
が
御
提
供
く
だ
さ
っ
た
写
真
で
本
文
を
確
認
し
た
。

（
６
）
久
保
田
淳
ヨ
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
」
か
ら
」
中
世
の
文
学
附
録
妬
三
弥
井
書
店
一
九
九
九
年
。

（
７
）
「
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
手
鑑
』
古
筆
手
鑑
大
成
陥
巻
古
筆
手
鑑
大
成
編
集
委
員
会
編
角
川
書
店
一
九
九
五
年
。
乃
頁
。
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●
三
島
社
の
百
首
…
『
夫
木
抄
」
２
首

．
「
夫
木
抄
」
Ⅲ
弘
安
二
年
三
島
社
百
首
安
嘉
門
院
四
条

た
の
も
し
な
池
の
鏡
を
み
し
ま
な
る
神
の
ち
か
ひ
も
万
世
の
か
げ

．
「
夫
木
抄
」
Ⅲ
弘
安
二
年
三
島
社
百
首

資
料
Ａ
散
逸
百
首

さ
こ
そ
わ
れ
萩
の
ふ
る
え
の
秋
な
ら
め
も
と
の
こ
こ
ろ
を
人
の
と
へ
か
し

．
『
風
雅
集
」
巻
十
一
恋
歌
二
川
（
忍
逢
恋
）
安
嘉
門
院
四
条
（
新
賀
茂
社
百
首
加
後
朝
恋
）

人
に
だ
に
し
の
ぶ
る
中
の
あ
か
つ
き
を
た
れ
し
ら
せ
て
か
烏
の
な
く
ら
む

（
Ⅲ
）
岩
佐
美
代
子
「
風
雅
和
歌
集
全
注
釈
」
中
巻
笠
間
書
院
二
○
○
三
年
。

（
Ⅱ
）
「
夫
木
抄
」
剛
番
は
、
「
百
首
歌
合
」
と
あ
る
が
、
「
新
編
国
歌
大
観
」
で
も
校
訂
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
百
首
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
は
、
「
百
首
歌
合
」
、
細
川
家
永
青
文
庫
蔵
本
に
は
、
詞
書
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

マ
マ

（
ｕ
）
・
「
夫
木
抄
」
棚
春
日
社
納
百
首
、
鴬

春
毎
に
な
ら
の
み
や
こ
を
た
づ
ね
て
も
身
を
ふ
る
す
と
や
う
ぐ
ひ
す
の
啼
く

．
「
夫
木
抄
」
州
春
日
社
奉
納
百
首
、
橋
安
嘉
門
院
四
条

舟
く
ぐ
る
こ
つ
の
し
ば
は
し
か
ち
人
の
行
き
あ
や
ふ
き
よ
を
わ
た
る
か
な

．
「
夫
木
抄
」
柵
春
日
社
奉
納
百
首
、
不
逢
恋
安
嘉
門
院
四
条

よ
そ
な
が
ら
三
わ
の
す
ぎ
や
の
い
た
ま
よ
り
つ
ら
さ
あ
ら
は
に
あ
く
る
山
風

（
Ｅ
）
田
辺
麻
友
美
「
『
安
嘉
門
院
四
条
五
百
首
」
孜
ｌ
『
十
六
夜
日
記
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
ｌ
」
『
和
歌
文
学
研
究
」
第
七
十
五
号
一
九
九
七

年
。
「
春
日
大
社
に
も
阿
仏
尼
は
同
様
の
歌
を
襖
悩
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。
（
略
）
今
の
と
こ
ろ
完
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
」

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
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（
マ
マ
）

．
「
夫
木
抄
』
糊
弘
長
二
年
湯
走
山
百
首
安
嘉
門
院
四
条

世
に
お
ほ
ふ
か
す
み
の
衣
こ
れ
や
さ
は
か
み
の
み
け
し
と
た
ち
始
め
け
ん

（
マ
マ
）

．
『
夫
木
抄
」
Ⅷ
弘
安
三
年
湯
走
山
百
首
安
嘉
門
院
四
条

見
渡
せ
ば
い
そ
く
の
山
も
し
ろ
た
へ
に
波
た
ち
ま
よ
ふ
花
さ
き
に
け
り

●
箱
根
宮
の
百
首
…
「
夫
木
抄
」
岨
首

．
『
夫
木
抄
』
川
弘
安
二
年
筥
根
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

い
く
し
ほ
か
袖
に
色
香
を
う
つ
す
ら
ん
春
は
梅
さ
く
里
の
あ
ま
人

．
『
夫
木
抄
」
州
弘
安
二
年
筥
根
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

か
き
く
ら
し
う
き
雲
ま
が
ふ
春
雨
に
身
は
ふ
り
は
て
て
袖
は
か
わ
か
ず

．
「
夫
木
抄
」
Ⅲ
弘
安
二
年
筥
根
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

春
駒
の
水
と
草
と
を
思
ふ
こ
そ
ま
だ
の
り
し
ら
ぬ
人
に
か
は
ら
ね

．
『
夫
木
抄
』
州
弘
安
二
年
筥
根
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

時
し
ら
ぬ
ふ
じ
の
す
そ
の
の
う
の
は
な
を
こ
ぼ
れ
て
き
た
る
ゆ
き
か
と
ぞ
み
る

．
「
夫
木
抄
」
洲
弘
安
二
年
筥
根
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

ま
ど
ろ
ま
で
お
き
つ
の
は
ま
の
ほ
と
と
ぎ
す
猶
ま
つ
か
ひ
も
な
み
の
よ
る
よ
る

（
マ
マ
）

．
「
夫
木
抄
」
州
弘
安
元
年
筥
根
に
た
て
ま
つ
る
百
首

●
走
湯
山
の
百
首
・
・
・
夫
木
抄
２
首

い
づ
方
に
こ
ぎ
は
な
る
ら
ん
お
き
つ
舟
ほ
の
か
に
と
ほ
く
浪
ぢ
へ
だ
て
て
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ゆ
み
は
り
の
月
も
入
り
な
ば
天
の
川
や
そ
の
浪
ぢ
に
舟
や
ま
よ
は
ん

．
「
夫
木
抄
」
剛
弘
安
二
年
筥
根
山
奉
納
百
首

わ
す
れ
ず
よ
あ
や
め
も
み
え
ず
行
き
く
ら
し
こ
む
ら
山
の
す
ゑ
の
野
ば
ら
は

．
「
夫
木
抄
」
州
弘
長
二
年
筥
根
宮
に
奉
納
歌
安
嘉
門
院
四
条

旅
人
の
み
ち
ゆ
き
く
ら
す
ひ
か
り
と
や
さ
は
に
ほ
た
る
の
う
き
し
ま
が
は
ら

・
「
夫
木
抄
」
Ⅲ
弘
安
二
年
筥
根
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

な
が
め
や
る
た
か
ね
は
春
の
日
影
に
て
谷
の
さ
さ
ふ
に
き
え
ぬ
白
雪

．
「
夫
木
抄
」
Ⅷ
弘
安
二
年
箱
根
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

な
に
と
か
は
た
の
み
た
の
ま
ず
め
の
ま
へ
に
あ
る
も
む
な
し
き
か
げ
ろ
ふ
の
よ
を

●
若
宮
社
の
百
首
：
．
「
夫
木
抄
」
５
首

．
「
夫
木
抄
」
剛
弘
安
二
年
若
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

哀
な
ど
氷
室
の
氷
つ
れ
な
く
て
き
え
ぬ
も
の
か
ら
わ
れ
く
だ
く
ら
ん

．
『
夫
木
抄
」
肺
弘
安
二
年
若
宮
百
首
、
紅
葉
安
嘉
門
院
四
条

松
山
に
は
は
そ
か
へ
で
の
ま
じ
ら
ず
は
時
雨
れ
け
り
と
も
い
か
で
か
は
み
ん

．
『
夫
木
抄
」
Ⅲ
弘
安
二
年
若
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

や
は
た
山
庭
火
ほ
の
め
く
松
風
に
あ
づ
ま
の
し
ら
べ
こ
ゑ
か
よ
ふ
ら
し

・
「
夫
木
抄
」
棚
弘
安
二
年
若
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

夜
も
す
が
ら
あ
し
の
い
と
な
く
音
信
れ
て
氷
に
す
だ
く
に
ほ
の
村
ど
り
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．
『
夫
木
抄
」
Ⅲ
弘
安
二
年
若
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

は
こ
れ
ぢ
や
山
風
そ
よ
ぐ
さ
さ
竹
の
し
の
に
み
だ
れ
て
あ
ら
れ
ふ
る
ら
し

●
稲
荷
社
の
百
首
…
『
夫
木
抄
』
２
首
、
松
平
本
『
五
百
首
』
６
首

．
『
夫
木
抄
」
伽
弘
安
三
年
稲
荷
社
百
首
安
嘉
門
院
四
条

七
夕
の
い
ほ
は
た
衣
き
い
ぎ
ぬ
に
天
の
川
浪
立
ち
わ
か
る
ら
し

。
『
夫
木
抄
』
川
弘
安
三
年
稲
荷
社
百
首
安
嘉
門
院
四
条

さ
の
み
な
ど
か
も
め
む
れ
ゐ
る
み
づ
の
江
に
あ
と
も
な
き
名
の
た
ち
さ
わ
ぐ
ら
ん

・
松
平
本
「
五
百
首
』
２
懐
旧

・
松
平
本
『
五
百
首
」
３
夢

・
松
平
本
『
五
百
首
』
４
無
常

・
松
平
本
「
五
百
首
」
５
述
懐

・
松
平
本
「
五
百
首
』
６
祝

松
平
本
「
五
百
首
』
１
田
家

む
す
び
お
く
露
も
た
ま
ら
で
あ
れ
に
け
り
を
ば
な
か
こ
ひ
し
を
だ
の
か
り
庵

と
り
か
さ
ね
う
つ
っ
と
も
な
き
身
の
う
さ
を
な
ぐ
さ
む
事
は
思
ひ
れ
の
夢

し
の
ぱ
じ
と
思
ひ
か
へ
す
も
か
へ
ら
ね
ば
あ
や
に
く
に
た
だ
む
か
し
こ
ひ
つ
つ

あ
る
ま
ま
に
思
ふ
心
を
か
た
り
な
ぱ
誰
も
な
み
だ
を
を
し
み
や
は
せ
む

よ
し
や
た
だ
夕
べ
の
空
の
う
き
雲
に
山
か
ぜ
は
や
く
う
つ
り
ゅ
く
ょ
を
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●
新
熊
野
の
社
の
百
首
…
『
夫
木
抄
』
６
首
、
『
風
雅
集
」
１
首

．
『
夫
木
抄
』
恥
弘
安
三
年
新
熊
野
社
百
首

春
来
て
は
み
な
わ
か
な
に
ぞ
成
り
に
け
る
雪
い
た
だ
き
し
お
き
な
草
ま
で

．
『
夫
木
抄
』
川
新
熊
野
百
首
安
嘉
門
院
四
条

一
し
ほ
の
み
ど
り
の
外
も
色
や
そ
ふ
花
さ
く
春
の
ふ
ぢ
し
る
の
松

．
「
夫
木
抄
』
剛
弘
安
三
年
新
熊
野
宮
百
首

逢
ふ
さ
か
に
む
か
ふ
る
駒
を
引
分
け
て
使
に
こ
ゆ
る
雲
の
上
人

．
「
夫
木
抄
』
剛
弘
安
三
年
新
熊
野
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

衣
手
も
さ
ぞ
さ
む
か
ら
し
は
し
た
か
の
雪
う
ち
は
ら
ふ
う
だ
の
か
り
人

．
『
夫
木
抄
』
側
弘
安
三
年
新
熊
野
百
首
安
嘉
門
院
四
条

き
の
く
に
や
ゆ
ら
の
う
ら
か
ぜ
し
づ
か
に
て
か
す
む
み
な
と
に
は
る
は
き
に
け
り

．
『
夫
木
抄
』
Ⅲ
弘
安
三
年
新
熊
野
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

お
く
霜
の
人
め
ぱ
か
り
は
か
れ
あ
し
の
し
た
に
か
は
ら
で
春
や
ま
つ
ら
ん

．
『
風
雅
集
』
巻
十
七
雑
歌
下
剛
百
首
歌
の
中
に
安
嘉
門
院
四
条

心
こ
そ
身
の
せ
き
も
り
と
な
り
に
け
れ
や
す
く
い
づ
べ
き
こ
の
世
な
れ
ど
も

＊

附
・
他
集
所
収
『
五
百
首
』

君
が
代
を
神
の
久
し
く
ま
も
れ
ば
や
ほ
と
け
の
法
も
光
つ
き
せ
ぬ
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●
え
が
ら
の
宮
の
百
首
…
「
夫
木
抄
」
４
首

．
「
夫
木
抄
」
剛
弘
安
三
年
檜
柄
宮
百
首
安
嘉
門
院
四
条

更
行
け
ば
庭
の
か
が
り
び
焼
捨
て
て
ほ
た
る
に
ゆ
づ
る
夏
の
み
じ
か
夜

（
マ
マ
）

．
「
夫
木
抄
」
脳
同
年
（
弘
安
二
年
）
檜
柄
宮
百
首
同
（
安
嘉
門
院
四
条
）

都
に
は
日
つ
ぎ
の
ひ
む
ろ
あ
し
た
ゆ
く
き
み
が
た
め
と
て
さ
ぞ
は
こ
ぶ
ら
し

（
マ
マ
）

．
「
夫
木
抄
」
澗
同
（
弘
安
）
二
年
同
（
安
嘉
門
院
四
条
）

く
も
り
な
き
つ
き
も
半
の
秋
ご
と
に
影
を
な
ら
ぶ
駒
引
の
こ
ま

．
「
夫
木
抄
」
川
同
（
弘
安
）
二
年
檜
柄
宮
百
首
同
（
安
嘉
門
院
四
条
）

と
こ
と
は
に
涙
の
川
を
ま
く
ら
に
て
う
き
た
る
か
も
の
音
こ
そ
な
か
る
れ

●
新
賀
茂
の
社
百
首
…
風
雅
集
２
首

．
「
風
雅
集
」
巻
五
秋
歌
上
榊
萩
を
よ
め
る
安
嘉
門
院
四
条

さ
こ
そ
わ
れ
萩
の
ふ
る
え
の
秋
な
ら
め
も
と
の
こ
こ
ろ
を
人
の
と
へ
か
し

．
「
風
雅
集
」
巻
十
一
恋
歌
二
川
（
忍
逢
恋
）
安
嘉
門
院
四
条

人
に
だ
に
し
の
ぶ
る
中
の
あ
か
つ
き
を
た
れ
し
ら
せ
て
か
鳥
の
な
く
ら
む
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